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＜参考＞

１．国際勧告等との関連

（１）本標準は、ＣＣＩＴＴ勧告１９８８年版Ｇ．７０３に準拠したものである。

２．上記国際勧告等に対する追加項目等

（１）本標準は上記ＣＣＩＴＴ勧告に対して、下記の項目についての記述を削除している。

（ａ）６４ｋｂｉｔ／ｓインタフェースに関する事項。

（ｂ）２０４８ｋｂｉｔ／ｓを１次群とする、通称２Ｍ系のディジタルハイアラーキインタフェース

に関する事項。

（ｃ）１５４４ｋｂｉｔ／ｓを１次群とする、通称１．５Ｍ系のディジタルハイアラーキインタフェー

スのうち、３次群としての４４７３６ｋｂｉｔ／ｓに関する事項。

（ｄ）Ｇ．７０３の付属資料Ａ（ＨＤＢ３符号の定義）

　上記項目（ａ）につき削除した理由は、網間インタフェースのビットレートとして６４ｋｂｉｔ／ｓは

相対的に低過ぎる値であり、ＩＳＤＮで規定される種々のチャネルを運ぶには適していないことによる。

次に、項目（ｂ）、（ｃ）を削除した理由は、１５４４ｋｂｉｔ／ｓを１次群とし、３次群として３２０６４

ｋｂｉｔ／ｓとして積み上げるディジタル・ハイアラーキを採用している我が国の現状による。上記（ｂ）、

（ｃ）については国内網間インタフェース上において、将来的に国際接続との関わりが生じる場合がある

ものの本標準では削除している。次に、項目（ｄ）を削除した理由は本標準で規定するディジタルハイア

ラーキインタフェース上では、ＨＤＢ３符号を採用していないことによる。

（２）本標準は上記ＣＣＩＴＴ勧告に対し、下記の項目を追加している。

（ａ）６章　３９７２００ｋｂｉｔ／ｓインタフェース

　上記項目（ａ）を追加した理由は、通称４００Ｍのディジタル５次群に関連するディジタル中継伝送方

式、及び多重変換装置が実用されている我が国の事情による。なお、ＣＣＩＴＴにおける今後の勧告化の

見通しはない。

（３）本標準は上記ＣＣＩＴＴ勧告に対し、下記の項目を変更している。

（ａ）２．５節、３．５節、４．５節　測定規定点としての装置出力端

（ｂ）２．６節　１５４４ｋｂｉｔ／ｓインタフェースの試験用負荷インピーダンス

　項目（ａ）を変更した理由は、我が国での装置付設設計上装置出力端での規定を採用していることによ

る。次に、項目（ｂ）は我が国での平衡ペアケーブルに適した値を採用していることによる。

（４）本標準は、上記ＣＣＩＴＴ勧告において複数の選択肢があるもののなかから下記の項目を選択し

た。

（ａ）３章　６３１２ｋｂｉｔ／ｓインタフェースにおける同軸ケーブルの採用。

　本項目を選択した理由は、我が国では６３１２ｋｂｉｔ／ｓインタフェースの接続線種として平衡ペア

ケーブルを使用しておらず、同軸ケーブルを採用していることによる。
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３．改版の履歴 
 

版 数 制 定 日 改 版 内 容 

第１版 昭和６２年４月２８日 制定 

第２版 平成 元年４月２８日 CCITT 勧告準拠年号の変更等 

   

   

 

４．工業所有権 

 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧

になれます。 
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１．本標準の規定範囲

　本標準は、１５４４ｋｂｉｔ／ｓ，６３１２ｋｂｉｔ／ｓ，３２０６４ｋｂｉｔ／ｓ，９７７２８ｋｂ

ｉｔ／ｓ，３９７２００ｋｂｉｔ／ｓディジタルハイアラーキインタフェースの物理／電気的特性を規定

するものである。

２．１５４４ｋｂｉｔ／ｓインタフェース

（１）１５４４ｋｂｉｔ／ｓ信号はディジタル配分架で接続する。

（２）ビットレートは、１５４４ｋｂｉｔ／ｓ±５０ｐｐｍとする。

（３）信号伝送には、片方向当り１対のペア線を用いる。

（４）伝送された信号を入力するディジタル配分架の端子を入力端子、逆に出力する端子を出力端子

とする。

（５）測定規定点としては、装置出力端で規定する。

（６）測定負荷インピーダンスは、装置出力端で１１０Ω（公称値）とする。

（７）伝送符号は、Ｂ８ＺＳ符号あるいはＡＭＩ符号とする。タイミング情報を保証するために、Ｂ

８ＺＳ符号を使用するか、ＡＭＩ符号の場合はスクランブルをかけるか、または１５個以上の

零連続を許さず、かつ平均マーク率を１／８以上にする。

（８）１５４４ｋｂｉｔ／ｓ多重変換装置などの１５４４ｋｂｉｔ／ｓディジタル伝送装置の装置出

力端においては次の規定を満足すること。

（ａ）パルス振幅３．１５Ｖｏ－ｐ±０．３８Ｖ

（ｂ）パルス幅 ３２４ｎｓ±３９ｎｓ

（ｃ）アンダーシュートピーク値　パルス振幅の２５％以上　７５％以下

（ｄ）測定負荷インピーダンス（公称値）　１１０Ω

３．６３１２ｋｂｉｔ／ｓインタフェース

（１）６３１２ｋｂｉｔ／ｓ信号は、ディジタル配分架で接続する。

（２）ビットレートは、６３１２ｋｂｉｔ／ｓ±３０ｐｐｍとする。

（３）信号伝送には、特性インピーダンス７５Ω（公称値）の同軸ケーブルを用いる。

（４）伝送された信号を入力するディジタル配分架の端子を入力端子、逆に出力する端子を出力端子

とする。

（５）測定規定点としては、装置出力端で規定する。

（６）測定負荷インピーダンスは７５Ω（公称値）とする。

（７）伝送符号は、Ｂ８ＺＳ符号とする。

（８）６３１２ｋｂｉｔ／ｓ正スタッフ多重変換装置などの６３１２ｋｂｉｔ／ｓディジタル伝送装

置の出力端では図３－１／ＪＴ－Ｇ７０３に示すパルスマスクを満足するものとする。
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各点の座標

Ａ：（ 0，2.3） Ｆ：（ 0，1.7）

Ｂ：（2.4，2.3） Ｇ：（0.4，1.7）

Ｃ：（2.4，1.0） Ｈ：（1.6，0.9）

Ｄ：（3.2，0.3） Ｉ：（1.6，0.3）

Ｅ：（4.0，0.3）

図３－１　／JT-G703　6312kbit/s の装置出力端におけるパルスマスク
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４．３２０６４ｋｂｉｔ／ｓインタフェース

（１）３２０６４ｋｂｉｔ／ｓ信号はディジタル配分架で接続する。

（２）ビットレートは３２０６４ｋｂｉｔ／ｓ±１０ｐｐｍとする。

（３）信号伝送には、特性インピーダンス７５Ω±３Ωの同軸ケーブルを用いる。

（４）伝送された信号が入力されるディジタル配分架の端子を入力端子、逆に出力される端子を出力

端子とする。

（５）測定規定点としては、装置出力端で規定する。

（６）測定負荷インピーダンスは、７５Ω±３Ωとする。

（７）伝送符号はスクランブル化ＡＭＩ符号とする。

（８）３２０６４ｋｂｉｔ／ｓ正スタッフ多重変換装置などの３２０６４ｋｂｉｔ／ｓディジタル伝

送装置の出力端において、図４－１／ＪＴ－Ｇ７０３に示すパルスマスクを満足するものとす

る。

図４－１／ＪＴ－Ｇ７０３　３２０６４ｋｂｉｔ／ｓの装置出力端におけるパルスマスク
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５．９７７２８ｋｂｉｔ／ｓインタフェース

（１）９７７２８ｋｂｉｔ／ｓ信号はディジタル配分架で接続する。

（２）ビットレートは、９７７２８ｋｂｉｔ／ｓ±１０ｐｐｍとする。

（３）信号伝送には、特性インピーダンス７５Ω±３Ωの同軸ケーブルを用いる。

（４）伝送された信号を入力するディジタル配分架の端子を入力端子、逆に出力される端子を出力端子

とする。

（５）測定規定点は、装置出力端とする。

（６）測定負荷インピーダンスは７５Ω±３Ωとする。

（７）伝送符号はスクランブル化ＡＭＩ符号とする。

（８）９７７２８ｋｂｉｔ／ｓ正スタッフ多重変換装置などの９７７２８ｋｂｉｔ／ｓディジタル伝送

装置の出力端において、図５－１／ＪＴ－Ｇ７０３に示すパルスマスクを満足するものとする。

図５－１／ＪＴ－Ｇ７０３　９７７２８ｋｂｉｔ／ｓの装置出力端におけるパルスマスク
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６．３９７２００ｋｂｉｔ／ｓインタフェース

（１）３９７２００ｋｂｉｔ／ｓ信号はディジタル配分架で接続する。

（２）ビットレートは３９７２００ｋｂｉｔ／ｓ±１０ｐｐｍとする。

（３）信号伝送には特性インピーダンス７５Ω±３Ωの同軸ケーブルを用いる。

（４）伝送された信号が入力されるディジタル配分架の端子を入力端子、逆に出力される端子を出力端

子とする。

（５）測定規定点は、装置出力端とする。

（６）測定負荷インピーダンスは７５Ω±３Ωとする。

（７）伝送符号はスクランブル化ＡＭＩ符号とする。

（８）３９７２００ｋｂｉｔ／ｓ正スタッフ多重変換装置などの３９７２００ｋｂｉｔ／ｓディジタル

出力端子において図６－１／ＪＴ－Ｇ７０３に示すパルスマスクを満足するものとする。

図６－１／ＪＴ－Ｇ７０３　３９７２００ｋｂｉｔ／ｓの装置出力端におけるパルスマスク

垂直軸：１V/div

水平軸：0.5ns/div

各点の座標

Ｏ：（0 ，0 ）

Ａ：（0 ，3.4）

Ｂ：（1.6，3.4）

Ｃ：（1.6，1.5）

Ｄ：（2.3，0.4）

Ｅ：（2.5，0.4）

Ｆ：（0 ，2.6）

Ｇ：（0.2，2.6）

Ｈ：（1 ，1.3）

Ｉ：（1 ，0.4）

Ｊ：（0 ，0.4）

パルス振幅

Ａ　　　　Ｂ

公称パルス
(0,3)

Ｇ
Ｆ

Ｈ

(0,2)

(0,1)

0　　(1,0)　　(2,0)　　　(2.5,0)

Ｃ

Ｄ
Ｉ

Ｅ
Ｊ

時間


	　　



